
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ベル

ソロリティ

バロック

ロマネスク

15

希望

16

煉獄

11
39感謝

4密室

【死】

いくら感謝してもしきれない人がいた。まだ「ありがとう」も言っていない……はず。会えたら、最初にその言葉を伝えなくては。ああ、でもその人は誰だったんだろう。どんな人だったろう。

狭い部屋に鍵をかけて閉じこもる。外で何かが、あなたを探して彷徨っている。見つかってはいけない、見つかってはいけない。あなたは身を縮める。扉の前に、それが来た気配。そして、あなたは……。

『いい？ここから出ちゃだめ。ここにいれば安全だから、私が声をかけるまでは絶対に動かないでね？』  彼女はそう言って扉を閉じた。 あのアンデッドは私達を追ってきていた。しかし、それから逃れる手段は思いつかず、彼女は私をそこに隠すと、あきらめのような笑みを浮かべた。  銃声はしばらくの間止まなかった。 執拗に、誰かを撃ち続けているようだった。 初めは聞こえていた悲鳴やうめき声も次第に小さくなった。   音が止んでからも、彼女が私に声をかけることはなかったし、私がそこから出ることもなかった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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肉弾攻撃１

アクセサリー

肉弾攻撃１

支援１

移動１

支援２

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

任意の箇所を望む数選び、ダメージを振り分けてよい。切断判定は、ダメージを受けた個所の１つを選んで行う。

「切断」を常に無効化してよい。

懐中時計

移動１

移動１

妨害１

最大行動値＋１

肉弾攻撃１＋転倒。

最大行動値＋１。

自身が狂気点で判定を振りなおす際、任意の姉妹１体（自身を除く）を自由に選び、あなたへの対話判定をさせてよい。

肉弾・白兵攻撃におけるダメージ＋１。

このスキルを修得した際、レベル３変異パーツを追加で１つ獲得する。このパーツは強化値に縛られず、修復することも可能である。

対象の損傷したパーツ１つを選ぶ。対象はターン終了までそのパーツのマニューバを使用してよい（ただし使用済み・重複不可などは戻らない）。
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